
プロジェクト研究13　周産期ケアーと両親教育の展開に閲する研究

夫立会い分娩の経験別に見た育児への関わりについて（2）

研究第1部　干賀悠子・堀口貞夫
研究第4部　水野清子

研究第5部　望月武子

研究協力者 曽根秀子
（総合母子保健センター保健指導部）

佐藤禮子・中野恵美子
松本昌 子

要旨
目的＝この研究は、伝統的養育システムや養育環境が急変していく現代にあって、 子どもを出産し新しい家族を形成
していく夫婦が、親としてg夫婦としてそして‘人の成人としてどのrような意織の変化があり、どのホうな役割をと

っていくのかを調査。
調査内容と方法：子どもの出生後1年間の親の育児、子どもとの関わり（愛着行動一あやす、抱く、話しかける）、
子どもと一緒にいる時の親自身の気持ち（子どもへの肯定的感情）、子どもが生れてからの生活の変化への適応、バ
ートナーとのコミュニケーション、パートナーとの関係や親密度、自分自身の自尊感情などについて。子どもの出生
1カ月時、6カ月時、1年時の計3回継続して同一の調査対象者に郵送調査・対象は、東京・一愛育病院で出産をした
夫婦320組・今報告は子どもの出生6カ月時の父親のアンケート調査結果。集計対象数は131例。
整塁＝対象全体の6カ月時の傾向は・子どもとの関わり・子どもの世話などをよくしている・子どもへの肯定的感情
も高い。出生1カ月時の調査と比べ関わりも増え、肯定的慰情も上昇、子どもに対する心配も減少傾向。対象を立会
い分娩の経験別に検討すると、立会い分娩群は対照群に比べ子どもとの関わり・子どもの世話をよくしており、子ど
もへの肯定的感情縛点も高く、子どもに対する関心が全体的に高い傾向がある。また、生活の変化に対する適応性も
高く、バートナーとのコミュニケーションもよくとっており、自尊感情も高い傾向がある。

見出し願：父親、乳児、夫立会い分娩、育児、愛着的行動、自尊感情
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1目　的

　出産準備教育や乳幼児のための家族への援助のあり方

を検討するための資料として、対象となる妊産婦とその

夫（パートナー）に次のような観点で意識調査を実施す

る。核家族など価値観の著しく変化する現代の都市にあ

って、夫婦〔カップル）力噺しく参加する家族の一員を

迎えるとき〔子どもの誕生）、親として夫婦〔カップル

）として、そして一人の成人として、どのような意識の

変化があるのか。また、どのような役割を取っていくの

かなどを調査し考察する。

II調査内容と方法

　この研究では夫婦に郵送によるアンケート調査を実施

し、子どもが誕生してから出生1年後までの夫婦の子ど

もへの関わり・育児・生活に対する適応性・バートナー

とのコミュニケーション・自尊感庸などについて考察す

る。1988年度より1990年度にかけて調査対象を同一

にし、出生後1カ月時、出生6カ月時、出生1年時の計

3回継続的に調査。

1　調査資料の分析視点（今年度の報告）

　夫婦で参加する出産準備教育を受講し、かつ立会い分

娩を経験した夫婦と、立会い分娩を経験をしなかった夫

婦の間では、

（1）育児や生活に対する考え方などに違いがあるか、

　　違いがあるとすればどのような特徴があるのかを

　　出生6カ月時に調査をし、出生後1か月時と同様

　　に検討。

（2）また、出生後1か月時と出生6カ月頃では意識や

　　育児に関してどのような変化があるかを検討。

　今年度も前年度同様に父親（夫）の資料より報告。

2　対象
　対象は夫婦で参加する出産準備教育を実施している東

京一愛育病院で、1989年1月より出産をした産婦とその

夫の320組。今回の出生6カ月時の調査対象は、継続

的調査研究なので320組の内、出生後1カ月のアンケ

ートに回答のあった227組（夫婦で回答一208、妻のみ

一19）。この227組に子どもの出生6カ月時にアンケー

トを郵送。

　出生6カ月時のアンケートの回答数は143例（回収

率63％一前年度の227例に対して）。夫婦ともに回答の

あったのは131例、妻のみは12例である。

　前年度は妻のみで夫の回答がなかった19例中、今年

度の調査では6例の夫から回答があり、前回同様に饗の

みの回答は2例、残り11例は今年度は夫婦とも回答が

なかった。よって、 前年度の出生後1カ月時の調査では

回答がなかったが今回の調査で新しく回答の合った6例

を加えて集計。6例中2例は夫立ち会い群で4例が非立

会い群であり、両群の回答数の比率は約1＝2であるこ

と（48＝83例1。また少数例であるので前年度の両群の

闇の特徴および差異などに顕著な影響をもたらさないこ

とを確認

3　調査内容

　調査内容は出生後1カ月・6カ月・1年時を通して変

わらないが、子どもの発達・成長によってしだいに親の

関わり方などが変わると考えられる項目については設問

の表現をかえ、また、新規に調査項目を追加し本文では

（新）と表示

（1）子どもとの関わり

　　①子どもとの関わり

　　　　　あやしたり遊んだり話しかけること

　　②子どもの世話
　　　　　日常の世話、具合の悪い時などの世話

　　③子どもに関しての心配

　　　　　赤ちゃんのことが絶えず心配か、順調に育

　　　　　っているか心配かなど

　　④赤ちゃんと過ごしている時の気持ち

（2）新しい家族がスタートしてからの生活への適

　　応、自分自身の気持ちなどの変化

　　①生活への適応
　　　　　子どもが生まれてからの生活環境の変化に

　　　　　対する戸惑い

　　②　家事の協力、協力の仕方の自己評価

　　③妻とのコミュニケーション

　　　　　妻に対する気持ちや態度（精神的援助）

　　　　　夫婦で共有する経験の変化とその受容の過

　　　　　程、夫婦での話し合いや相談をしあうか

④ 自分自身の気持ち等の変化

妻との親密匪、共感性、役割意識、自己確

信、達成への意欲

しII結 果

　集計対象数などは表1に示す。前述した調査内容につ

いて立会いの経験別に差異があるかどうかを検討した。

なお、この6カ月時のアンケート回収数が少ないので、
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今回は初めての子どもの父親かどうか〔妻の経産別）に

よるクロス集計は行わなかった。

1　集計の対象（表1）

　夫婦から回答のあった143例の夫の資料を集計対象

とした。立会い群は48例（36．6％1、非立会い群は83

例（63．4％）。この比率は、前年度回答があった比率とほ

ぽ同じである（34％と66％）。また、当病院の年間の夫立

会い分娩の割合ともほぼ同比である。 父親¢）年齢層にも

有意の差がないことは既に報告した。

2　子どもとの関わり

　　注）＊1カ月時一出生1カ月時の調査

　　　　＊6カ月時一出生6カ月時の調査

（1）　あやしたり、スキンシップのある遊びをしてい

　　　　るか（表2）

①6カ月時の立会偲羊・非立会い群の父親の比較

　［よくしている・どちらかというと赤ちゃんをあやし

たり遊んでいる］父親は、立会い群94％、非立会い群

92％で両群間に差異はなく，多くの父親は子どもをあ

やし・遊んでいる。特に［よくあやし、遊んでいる］父

親の割合は、立会い群60％・非立会い群47％で、立

会い群の方がやや多い傾向。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに1カ月時にはあやしたりすることがなかっ

た父親が6カ月時には減少し、あやしたり・遊んでいる

割合が多くなってきている。

（2）　赤ちゃんに話しかけているか（表3）

①6カ月時の立会い群。非立会い群の比較

　両群ともに〔よく話しかけている］父親が多く、立会

い群83％・’非立会い群70％。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに〔よく話しかけている］父親の割合が有意

に増加。立会い群では59％から83％に、非立会い群

でOま47％カ〉ら70％轟こ圭曽加。

（3）　赤ちゃんの世話をしているか（表4）

①6カ月時の立会い群。非立会い群の比較

　両群ともに［している・どちらかというと世話をして

いる］父親が多く、立会い群85％・非立会い群

78％6 rしている』父親の割合は立会い群44％・非

立会い群31％で、前者の方がその割合が多い傾向があ

る。また「どちらかというとしていない・していない］

割合は立会い群15％・非立会い群22％で、非立会い

群の方が世話をしていない割合が多い傾向がある。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　立会い群では［していない］割合がやや増加し、非立

会い群では［していない］割合がやや減少。立会い群で

は［している］から［どちらかというしている］に変化

し、非立会い群では［していない・どちらかというとし

ていない］から【どちらかというとしている］に変化し

てきている。世話の内容は両群ともに同傾向を示してお

り、r緒に入浴一42％、おむつや衣服の着替え一37

％、ミルクを飲ませたり・食事の世話一34％。

（4）　具合の悪い時や泣きやまない時の世話（表5）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比鼓

　両群とも［世話をする］が多く立会い群67％。非立

会い群58％。［あまり世話をしない］とした父親は、

立会い群2％・非立会い群8％で、立会い群の方が世話

をする父親がやや多い傾向がある。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　立会い群の1力時には［世話をする］が11％だった

が6カ月時には66％に増加し、［世話をしない・どち

らかというとしない］割合が57％から2％に有．意に減

少。非立会い群も〔世話をする］31％から58％に、

［世話をしない・どちらかというとしない］割合が25

％から8％に有意に減少。

　1カ月時には有意に非立会い群の方が［世話をする］

父親の割合が多かったが、6カ月時には立会い群の方が

有意ではないがやや多い傾向を示している。

（5）　赤ちゃんのことが絶えず心配か（表6）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　立会い群では［どちらかというと心配になる・心配に

なる］割合が多く56％・非立会い群では39％で、立

会い群の方が心配になる割合が多い。

　立会い群の特徴には、［どちらかというと心配に

なる］が35％、次が［心配にならない］33％に見ら

れるように、子どものことが気がかり・心配に思う父親

が両極に別れる傾向が見られる。非立会い群では。　〔ど

ちらかというと心配にならない］が42％で、あとは1

9％づづである。　［心配にならない1割合は立会い群の

ほうがやや多い傾向にあり33％である。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに［心配していない〕割合が有意に増加し、

立会い群は8％から33％、非立会い群では5％か
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ら19％に。

（6）　順調に育っているかどう加O・配か（表7）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［どちらかというと心配・心配になる］と

した割合が多く、立会い群67％・非立会い群73％。

［心配にならない］という割合は立会い群工0％、非立

会い群2％で前者の方がその割合が有意に多い。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに［心配している］割合は減少しているが、

［どちらかというと心配している］ ［どちらかというと

心配していない1割合が増加しており、1カ月時よりゆ

とりもでき心配の程度が減少している傾向がある。

　非立会い群では［どちらかというと心配していない1

割合が8％から24％に有意に増加。

（7）赤ちゃんのことで気掛かりなこと（新）

① 6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［気掛かりなことがない1割合が多く、立

会い群77％・非立会い群88％。

（8）　赤ちゃんの相手をしたり・世話をしたりするの

　　　　が楽しいか（表8）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともにとても［楽しい」という父親の割合が多く

立会い群77％。非立会い群60％。6カ月時でも［ど

ちらかというと楽しくない］という父親や非立会い群に

5％、立会い群では1カ月時と同様に皆無である。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　6カ月時は、立会い群では［楽しい］という父親の割

合がやや減少し、非立会い群では〔楽しい］という割合

がやや増加しているが有意差はない。

（9）　赤ちゃんと過ごしている時の気持ち（表9）

　各項目を5段階評価をし各項目の平均をに示した。

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　［不安になる」［楽しい］［エネルギーを感じる〕と

いう項目では、 立会い群の方が非立会い群に比べ肯定的

得点を示しその平均得点が有意に高い。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群とも全体的に各項目で肯定的得点を表し、その平

均得点は1カ月時よりも上昇している。

　立会い群では、　［可愛い」　［わずらわしい］　［負担に

感じる1の項目では、肯定的得点ではあるが1カ月時に

比べその得点がやや降下している。非立会い群では、［

イライラする］〔自信がない」　［負担に感じる］の項目

では、肯定的得点を示しているが、6カ月時にはその得

点がやや降下している。

（10）　子ども好きかどうか

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも子どものことが［どちらかというと好き・好

き〕という父親が多く立会い群92％・非立会い群88

％である。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに子ども好きの割合に有意の増減は認められ

ないが、［どちらかというと好き］の割合がやや増加し

ている一方で、両群ともに［どちらかというと好きでは

ない］割合もやや増加している。

3　新しい家族がスタートしてからの生活への適応、自

　分自身の気持ちの変化

（1）　生活の変化に戸惑いを感じているか（表10）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも［戸惑っていない］父親の割合が多く、立会

い群67％・非立会い群63％。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　1カ月時に比べ立会い群では生活に対する戸惑い感に

余り変化がない。非立会い群では［どちらかというと戸

惑っている］割合が有意に増加。

欄く家譲の協力
ミ…

・協力の佳方の自己諄価》1：…iil

（2）　家事などの協力をしているか（表11）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに、［どちらかというとしている・して

いる］割合が多いが、両群ともに3層になっていて［ど

ちらかというとしていない］割合も立会い群31％・非

立会い群40％と、協力ができない夫たちもいる。［し

ていない］割合は有意に非立会い群の方が多い。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　立会い群では1カ月時に協力［している1割合が38

％だったが6カ月時では31％に減少している。また、

［どちらかというとしていない］割合が16％から31

％に増加している。非立会い群でも［している］割合が

減少しており、［している］［していない1の二群で比

較すると、有意に［していない人1の割合が増加。

（3）　家事などの協力についての自己評価（表12）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　協力の自己評価は、立会い群では［協力したいが、仕

事の都合でできなく残念］という割合が多く44％、次

に［当然なこと大したことではない1　［努力1．、ている、
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よくやっていると思う］が各々25％。非立会い群では

［残念］が39％、次は［当然のこと］29％・　［努力

している］16％。また、［できればしたくない洲士方

がない］というのは立会い群では4％だが、非立会い群

では8％。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　立会い群では〔協力したいができなく残念］が有意に

増加し25％から44％。両群ともに同じような傾向を

示しているが、非立会い群では［当然である］がやや増

加しているが、一方で［できればしたくない1が4％か

ら8％にやや増加している。

（4）　赤ちゃんの様子について妻と話しあうか

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに話しあっており、立会い群94％・非立会

い群89％。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群とも話しあっている割合が増加している。

（5）　婁が赤ちゃんのことで心配・不安な時に相談に

　　　　のっているか

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群共に［相談にのっている］割合が多く、立会い群

63％・非立会い群52％。

②1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群共に［相談にのっている1割合が増加。

（6）　育児の方針等について話しあうか（新）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに話しあっている割合が多く、立会い群85

％、非立会い群72％。

（7）　育児の考え方や育児の仕方が妻と意見が違うこ

　　　　とがあるか（新）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも〔どちらかというとない、ない］が多く、立

会い群92％。非立会い群89％。立会い群の方が、意

見の違いが［ない］とした割合が40％で多い傾同があ

る。

（8）　夫婦で共有する生活経験の変化（表13〉

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも共有する経験が増えたきたと思っている割合

が多いが、　〔増えてきた］か［減ってきた］かの二群で

比較すると、　［減ってきた］とする割合は有意に立会い

群の方が少ない。1

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに変化は見られないが、両群ともに〔減って

きた1割合がやや増加。
iii i穣癒自録の気欝お等の変｛旨iliil

（9）　最近の自分自身について（表14）

①6カ月時の立会い群・非立会い群の比較

　妻との親密性、共感性、役割意識、自己確信、達成へ

の意欲等からなる項目を作成し、5段階評価で検討。

　妻との親密陸をみる項目の［妻と離れると穴が開いた

ように感じる］では、立会い群では平均得点が0．4で、

非立会い群では一〇．2であり、立会い群の方がやや穴が開

いたように感じるという親密性を表わす得点が、非立会

い群に比べ有意に高い。

　自己確信を見る項目の［自分に誇りがある］でも、立

会い群の得点が有意に高い。同様に［使命感を持って生

活をしている〕という項目では、全くそうは思わないと

いう使命感を持っていないと回答した割合が立会い群で

は0で、非立会い群では8％であり有意に使命感を感じ

ていない人の割合が後者の方が多い。

　表に見るように多数の項目でその肯定的平均得点数が

立会い群の方がやや高い傾向を示している。［うまくや

れる自信1［人の話が素直に聞ける］等の項目ではやや

非立会い群の方がやや高い得点になっている。

②　1カ月時と6カ月時の両群の比較

　両群ともに1カ月時と6カ月時の間に得点に若干の上

下はあるが、有意の差は認められない。

　1カ月時に、両群に有意の差が認められた〔やるぞと

いう気持ちが沸いてくる1［家族の期待に応えている］

［使命感を持っている］の項目では、今回は有意の差は

認められなかった。

lV考　　察

1　子どもとの関わり・世話・心配・愛着

（1）　子どもとの関わり

　［あやす・遊ぶ1［話しかけ］など子どもとの関わり

は、立会い群・非立会い群ともによく関わっている。ど

ちらかというと立会い群の方が［よくあやし・遊んでい

る1［よく話しかけている］割合が多い。

　1カ月時との比較では、両群ともあやしたり・遊んで

いる割合が多くなっており、特にrよく話しかけて

いる」父親の割合が両群ともに有意に増加している。

　赤ちゃんは交流する能力も育ってきており、外界に対

して探索も活発になってきている。父親は関わることで

相互に交流することを体験ができるようになるので、多

くの父親は1カ月時に比較し子どもとの関わりが増える

のであろう。
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　〔あやす・遊ぶ］ことが出来なかったとした父親10

例について、［話しかけ］［世言刮　〔赤ちゃんといて楽

しいか1〔子どもが好きか］について検討。そのうち5

例は［話しかけをし］［赤ちゃんといると楽しく1［子

どもはどちらかというと好き］と回答しているが、〔世

話］は多忙で十分に出来ない回答。また、3例はr子ど

もといると楽しい』［子どもはどちらかというと好き」

だが、あやしたり話しかけたり世話は十分にはできない

と回答。この8例は子どもに対して関心が低いわけでは

なく、多忙により十分に遊んだり関われないということ

が推察できる。残りの2例は［子ももはどちらかという

と好き］以外の項目では否定的回答である。

（2）　子どもの世話

　〔赤ちゃんの日常の世話1［具合の悪い時や泣きやま

ない時の世話］などは、両群ともに世話をしており、立

会い群の方が世話をしている割合が多い。

　1カ月時との比較では、立会い群がよく世話をする割

合が減少し、非立会い群ではやや増加している。立会い

群では仕事の多忙もあるだろうが、自己評価が厳しいの

ではないだろうか。とにかく、非立会い群において世話

をする割合が増加したことは認められる。

〔泣きやまない時の世話」でも両群ともに世話をしてお

り立会い群の方が割合が多い。1カ月時との比較では両

群ともに［世話をしない1が有意に減少している。

　両群ともに6カ月になるに従い、父親も子どもとの生

活に慣れ子どもの世話をしている割合が多くなってきて

いる。

（3）　子どもに関しての心配

　［赤ちゃんが眠っている時でも遊んでいる時でも純え

ず心配か］［順調に育っているか心配か］［赤ちゃんの

ことで何か気がかりなことがるか］という項目について

検討。

　立会い群は［～絶えず心配である］割合が多く56％

であり、また［あまり心配ではない］という父親の二極

に別れる。非立会い群では［～絶えず心配ではない］割

合が多く61％。しかし、4段階評価の4段階の［心配

ではない］とする割合は立会い群の方が多い。

　立会い群では、子どもに関心が高いがゆえにその関心

の程度が子どもはどうしているかという気づかいとして

現れる父親と・子どものことに日頃関心を示しているの

で心配ではないと思う父親の二極に分かれると考えられ

る。

　しかし［順調に育っているか心配か1という項目では

両群ともに心配と回答した割合が多い。順調かどうかは

これからの発達という未知の部分をはらんでいるので、

心配という割合が多いのは妥当であろう。

　それでも［心配にならないという］割合は、有意に立

会い群の方が多い。立会い群は心配になる割合も非立会

い群より少なく心配する程度力瓶い傾向がある。1カ月

時との比較では、非立会い群で有意に心配している割合

が減少しており、両群ともにゆとりも出てきたのであろ

う、心配する程度力紙くなってきている。

　父親の子どもに関しての心配の割合が高いのは、この

子どもの発達年齢では当然であり、発達に従い心配内容

や程度が変わる。立会い群と非立会い群では子どもへの

閲心の持ち方に違いがあるのか、心醗の程度などに違い

が見られる。前者は二極に分かれる傾向がある。

（4）　子どもと過ごしている時の気持ち

　［赤ちゃんとの相手をしたり・世話をするのが楽しい

か］［赤ちゃんと過ごしている時の気持ち］について検

討。両群ともに楽しいという割合が多く、立会い群の方

がその割合が多い。また、立会い群では子どもといると

［楽しい］［エネルギーを感じる］という項目のほかに

も子どもといる時の気持ちに肯定的感情を示しその得点

も高し噸向を示す。

　1カ月時との比較では、両群ともに［負担に感じる］

程度がやや高くなっている。赤ちゃんの運動量・活動両

量なども多くなり大変さの実感が出てきている。

　子どもと過ごしている時の気持ちにおいても、両群同

傾向を示していながらも立会い群の方が、子どもに対す

る肯定的感情の程度が高い傾向が見られる。

2　新しい家族がスタートしてからの生活への適応、

　　自分自身の変化などQ

（1）　生活への適応

　両群ともに生活の変化に［戸惑っていない」割合が多

い。1カ月時との比較をすると立会い群は戸惑いの割合

に変化は見られないが。だが、非立会い群では〔戸惑わ

ない］という割合がやや増加しているが、〔戸惑ってい

る］割合は、有意に増加している。

　立会い群の父親は子ども生まれ家族の状況が変化して

も、その変化を楽しんでいる（48％）・予想していたので

（40％1戸惑わないと回答していることからも、適応性が

高いのではないだろうか。

（2）　家事の協力、協力の仕方の自己評価

　立会い群の方が家事の協力をしている割合が多い。特

に［していない］割合は有意に非立会い群の方が多い。

子どもの世話でもしていない割合が22％で多い。家事

の協力でも［協力できない」割合は立会い群33％・非

立会い群54％であること。また、立会い群でも1カ月
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時よりも協力の程度がやや低下しており、仕事を持つ父

親・夫が家庭の仕事を責任をもって果たしていくことが

大変であることが推察できる。

　家事に協力出来ないことにっいて［残念］という自己

評価をしている割合は、立会い群44％・非立会い群3

9％である。できればしたくないが協力せざろうえなく

て不本意ながらしている夫は少ないが、比較をするとや

や非立会い群の方が多く、また1カ月時よりやや増加し

ている。

　両群の夫の多くは、家事の協ヵなどに抵抗なく当然の

こと・なるべく協力したいという思いがあるように伺え

る。だが、、非立会い群ではやや家事などしたくないとい

う考え方が見られる。

（3） 妻とのコミュニケーション

　、［赤ちゃんとの様子についての話し合い］［妻が赤ち

ゃ肉のことで心配な時に相談にのっているか］［育児の

方針について話し合うか」 ［育児の考え方などで意見の

くい違いがあるか］［夫婦で共有する生活経験の変

イヒは］という項目で撫寸。

　両群ともに子どものことについて夫婦で話し合ってお

り相談にものっており、また意見のくい違いも少ない。

1カ月時との比較でも両群ともに話し合いなどの割合が

増加している。

　妻とのコミュニケーションにおいても、立会い群の方

がコミュニケーションをとっている割合が多い傾向。

　［夫婦で共有する生活経験の変化］では、両群ともに

増えてきたと思っている割合が多い。だが、　〔減ってき

、た］と思っている割合は非立会い群の方が有意に多い。

立会い群では、1カ月時との比較でもこの変化の受け止

、め方の割合は変わらない、また前述の1生活の戸惑い］

に関しても変わらない。夫婦の関係や生活にだいする態

度・受け止め方等に、この群の父親は、自分のライフス

タイルを持ち、それも柔軟性のあるもののように推察さ

れる。

（4）　最近の自分自身について

　妻との親密性、 共感注、　鎗億識、自己確信、達成へ

の意欲などにっいての検討では、立会い群は妻との親密

性を求める程度がやや高く、［自分に誇りがある］〔使

命感を持っている］など自己確信に関して肯定的に受け

止めその得点は非立会い群に比べ高い。

〉　ま　と　め

　前述した二つの分析視点よりこの出生後6カ月時の父

親のアンケ［ト結果より次のような示唆力塑られた。

1　子どもとの関わりや生活への適応について

（1）　子どもとの関わり

①対象全体

　両群ともによく関わっており、1カ月時よりも関わり

が増えて来ている。

　［子どもの世話］に関しては両群ともに世話をしてお

り、泣きやまない時などの世話も1カ月時に比べよく世

話をしている。

　［子どもに関しての心配〕では子どものことが絶えず

心配かどうか、1カ月時に比べると心配にならない人の

割合が両群ともに有意に増えているじ

　［子どもと過ごしている時の気持ち1も両群ともに1

カ月時に比べ肯定的感階の得点が上昇している。

　＊子どもの発達そして父親が子どもとの関わりの経験

　　が増えるにしたがい、両群の父親ともに子どもとの

　　関わりあいなど1、カ月時に比べ増えている傾向がみ

　　られる。．

　＊あやしたり、遊ぶことをしていないという父親の回

　　答を分析すると、その背景に仕事の多忙さというこ

　　とが考えれる。子どもに対する関心等がないのでは

　　なく、よく関わったり世話をする時間がないという

　　ことであろう。世話についても1カ月時に比べ世話

　　をしている程度がやや低下する傾向がある。父親（

　　夫）は子どもに関心を持ち関わりたいという気持ち

　　もあるが、仕事があり現実には十分に関わむない状

　　態がうかがわれる　。

②両群比較一一立会い群の特徴

　両群を比べると、立会い群の方がより子どもとの関わ

りや世話をしている割合が高い傾向がある。 また、立会

い群では子どもに対する肯定的感情の得点が非立会い群

に比べ高い。そして、子どもに関する心配の有無で約半

、数が心配であるとしている。

　立会い群は、非立会い群に比べ子どもへの関心が全体

的に高い傾向があると考えられる。．

　立会い群では、生活の変化に対する適応性が高く、ま

た妻とのコミュニケーションをよくとっている。自分に

対する誇りや使命感など自己確信に関して肯定的に受け

とめている得点が高い。

　立会い群の父親の子どもの世話や家事の手伝いなどに

関しての積極性は、1カ月時に比べやや低くなったとは

いえ、1カ月時の結果とほぼ同傾向を示している。子ど

もとの関わり、世話、生活への適応、自己確信、妻との

コミュニケーションなど、調査項目全般にわたって非立

会い群に比べより肯定的な傾向を示しているg
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2　父親の子どもとの関わりとその今日的意味

　あやしたり、話しかけたりしている父親は全体では約

90％で父親たちの子どもとの関わりあいが多いことが

調査より示唆されている。だが、アンケート調査なので

この回答は父親の主観であることは否めない。

　マターナル・アタッチメントの概念である、子どもに

どのような愛着・どのような情緒的応答性をもって関わ

り、またどのような共感が生まれ、適切なコミュニケー

ションをしているか、それによってどのような愛着が乳

幼児側に生まれ満足するのかなどといった視点をもって

父親の行動を観察的に調査したものではない。調査対象

の多くの父親がどのような形であれ、子どもとの愛着的

行動や関わりあいを持っているというという結果を踏ま

え、父親の子どもとの関わりあいついてその今日的意味

を考えたい。

　マータナル・アタッチメントの概念は、乳幼児のアタ

ヅチメント（愛着）に対してどのように対応するか・ど

のような応答をしていくかといった母親あるいは養育者

のどのような機能が乳幼児のアタッチメントを満たすの

かという、母親・養育者側の心理・態度に視点をおいて

いる考えである。

　われわれが調査をした出生6カ月頃は、乳児は積極的

な活動性を発揮し、ほぼえみかけたり、おとなの応答に

たいして笑ったり・視線を合わせたり・見つめたり・満

足した表情など、乳幼児からの情緒的・社会的反応が豊

かになっていく時期である。そして愛蓉を向けられたお

となたち〔母親・養育者）の多くはそれに反応したい欲

求が生まれ、情緒的応答性が高まり、抱いたりあやした

り話しかけたりと子どもとの関わりが出てき、おとなの

方も満足を得ていく。

　乳幼児の情緒発達研究において精神分析アプローチと

システム的アプローチを統合し実証的研究をしてい

るR，㎞deは、おとなが赤ちゃんに何か関わりたくなる

ような（抱く、南やす、話しかけるなど）何かを赤ちゃ

ん自身が持っており、そしておとなは赤ちゃんに関わる

ことによっておとな自身も満足する。赤ちゃんの存在が

おとなに心理的な満足を与えており、何か報酬を与える

ようなものを赤ちゃんの中にあるという概念を提案して

いる。この何かを与えることをくrew㎝d報酬＞とEmdeは

いっている。

　この〈reward報酬＞はおとな側（母親・養育者）のア

タッチメントの形成、そしで情緒応答匪〔e蹴otional

availability｝を促進させること、そして乳幼児との関

わりあいの質と量に何らかの影響を及ぽすのではないか

と考えられている。

　われわれの調査で出生1カ月時よりも6カ月時の方が

父親の関わりあいが増えているのは、この子どもからの

くreward報酬＞により、父親側の情緒応答性が刺激され

活発になっていることも考えられる。

　＜マターナル」アタッチメント＞の意味と重要性など

についてはこの調査の主たる目的ではないので詳細にっ

いては割愛するが、乳幼児にとっておとな（母親、養育

者）から与えられる適切な情緒応答駐は、子どもの心身

の発達にとって必要であることはJ，Bowlbyや乳幼児の心

の発達の研究者らによって広く知られている。

　しかし、現代の女性（母親、母親になろうとしている

人も含め）が適切な情緒応答陛を発揮し、子どもも本人

も充足感を満たされるようなマターナル・アタッチメン

トを十分に発揮できない・育てにくいという環境が

ある。核家族化や共働きにより、子育て・家庭生活の主

たる担い手は女性であり、また支援システムは未開発で

あり女性はゆとりを持って子どもに関われない。

　日本の社会では、若年労働力の低下・高齢者人口の増

加などの理曲により、女性の就業率はますます高くなっ

ていくことが予想されている。しかし、子育て・家庭生

活への支援システムなどは、やっと労働力人口や出生力

の低下の危機から考え始められたところである。

　女性が職業を持ち自分の可能性・能力の開発・社会へ

の貢献など、女性自身がその諸能力にチャレンジしてい

くことも社会的に評価される時代になってきており、男

性と同様に競争論理の環境の中で、職業的に自立した人

間としてのあり方が女性自身に個人的に問われている。

　女性は、つい最近までは子どもを生み育て家庭生活を

築いていくことに価値があると評価されく守り＞の態度

が尊重されていた。だが今や競争社会で働く〈攻め＞の

態度が要求されている。女性自身の中にアンビバレンツ

なものが起きてきている。また、社会の価値感などが変

化して多様な価値観を選択できる環境に育った女性は、

子育て、家庭生活、仕事をすることなどは多様な生き方

の多数の選択肢の一っとして考えられるような時代にな

ってきている。1

　女性は子どもを生み・育てていくことを社会的に期待

されつっも、前述したような環境の中で個人的責任のも

とで子どもを育てていかねばならない。子どもを育てる

ことが六事だという価値観を持ち、子どもが好きだとい

う女性であっても、安定した環境のもとで子どもに適切

な情緒的応答性を持って関わり、子どもへの愛着＝マタ

ーナル・アタッチメントを満たしていくことは大変であ

ろうと予測される。

　本調査において母親のアンケートを分析すると、子ど

78一



千賀他1周産期ケアーと両親教育に関する研究

もへの関わり・世話などは両群共に十分にしていると回

答し、また子どもに対しても肯定的感情を示しているが

、子どもと関わっていてく疲れる＞とした人は48％・

＜犠牲になっている感じ＞18％・くイライラする＞1

6％・＜負担に感じる＞13％であった。子どもを育て

ている母親の大変さ・気持ちの不安定さが伝わって

くる。母親の個人的精神状態の問題だけとは言い切れな

い面（疲れ一48％1があり、十分に保護・支援された安定

した環境とはいえないのではないだろうか。

　女性がマターナル・アタッチメントを発揮していくに

は、他に子どもの側の問題や母親自身の心の問題なども

考慮していかねばならないが、現代の日本の女性がマタ

ーナル・アタッチメントを発揮していくには不十分な環

境にあることは考慮されるべき課題である。

　不十分な環境とはいえ、子どもの心の発達にとって環

境を調えることは、おとなや親にとって大切である。

　子どもの身近にいる養育者である父親が、子どもに関

わること、そして母親（萎）と協力して家庭生活を営む

ことを努力してみることは、 子どもの環境つまりマター

ナル・アタッチメントの環境を調える要素として重要で

あろう。父親による子どもへの関わりが、どのようなア

タッチメントを子どもと父親にもたらすか、また父親の

関わりがマターナル・アタッチメントに替われるも

のか、補完的なものなのかなどについては今後の研究に

よる。

　また、伝統的な養育システム・環境が急速に変貌して

行く現代にあって、新しい養育システムをどのように作

っていくか、養育環境の援助体制、乳幼児と養育者との

関係についての総合的・科学的・臨床的研究などが課題

である。
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（表1）　集計の対象

出生1カ月時 76例 151例 227例
夫婦で回答あり 48 83 131

63．2％ 55，0縣

出生6カ月時 妻のみ回答あり 3 9 12
3．9％ 6．0％

夫婦共回答なし 25 59 84
32．9％ 39．1％

注〉＊出生6 月時のアンケー 総回収数は143例（口収率63％
本報告では、夫の資料を集計対象とするので131例が対象数

（表2〉あやしたり・遊ぷ

6　カ　月 時

計131例 立会い
8例

！輸い

よくしている 51．9％ 60．4％ 47．0％

どちらかというと
　　している
ちらかというと

40．5

．6

33．3

．3

44．6

．4

していない
していない 一 一 一

N，A 曹 一 一

（表3）話しかける

6　カ　月 時 1　力 月　時

計130例 立会い48例

繍い 立会い
6例

ヨ騙い

よくしている 74．8％ 83．3＊し 69，9＊2 59，2零1 4ア．3孝2

どちらかというと 20．6 12．5 25．3 30．3 35．1

している
どちらかというと 3．8 4．2 3．6 3．9 9．5

していない
していない 一 一 一 O．1 一

N．A 0．8 冒 1．2 5．3 9．9

注）肇境銀潔の8男懸鵬麟二菱IB≦8：81
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（表4）赤ちゃんの日常の世話

6　カ　月 時

計131例 立会い
8例

非繍い

よくしている 35．9％ 43．8覧 31．3％

どちらかというと 45．0 41．7 4了．O

している
どちらかというと 13．O 6．3 16．9

していない
していない 6．1 8．3 4．8

N，A 一 冒 －

（6）赤ちゃんのことが絶えず心配か

　（1カ月時一くしゃみ等ちょったしたことが心配）

㌧1ノ」月呵 1叉甲 9劣つ肯罵巴口自ノ
1　力 月　時

計131例 立会い
8例

非覇い 立会い
6例

夢騙い

世話をする 61．6％ 66．7 5了．8 10．5 31．4

勤懲誓るわからないので世 32．8

．1

31．3

．腰＊』

33．7

，4林2

27．6

5．5纏1

34．5

9．6牌2

　話をしていない

畿葛脚
一 一 一 21．1 5．4

N．A ｝ 一 一 5．3 9．9

（表5）具合の悪い時や泣きやまない時の世話

　　（1カ月時

濁lll鐙黙窪の舗翻究購二美1目≦8：ll

　　　（8）赤ちゃんの相手をしたり。世話をするのが楽しい

　　　　　（1カ月時一様子を見ているのが楽しい）

6　カ　月 時 1　カ 月時
計131例 立会い

8例
非輸い 立会い

6例
夢驕い

む配になる 16．0％ 10．4 19．3 31．6 25．0

どちら 旨誌 25．2 35．4 19．3 31．6 39．2

簾欝
34．4

4．4

20．8

3．3林1

42．2

9．3＊＊2

23．7

．9料1

23．0

，7‡＊2

N．A 口 一 需 5．3 9．9

、　ノ」月甑2　¶漂「「‘ンし㌧ 　　　常
　カ　月 時

計131例 立会い
8例

非繍い

よくしている 66．4踏 7了．1 60．2

どちらかというと 29．8 22．9 33．7
している

どちらかというと 3．1 圃 4．8

していない
していない O．8 一 i．2

N．A 一 一 一

注》肇1壕釜輪舗翻召購＝菱IB≦8：81

（7）順燗な発育かどう力沁酒己か （9）赤ちゃんと過ごしている時の気持ち

6　カ　月　時 1 カ　月　時
非立会い

計 立会い 非覇い 立会い 夢騙い
繍い

8鋤

131例 48例 ア6例
いとおしい 1．75 1．87

心配になる 30．5％ 22．9 34．9 36．8 52．3 不安になる
ーイラする

緋1．54
1．42

＊＊1．06
1，22

どちらかというと　’し酒己になる

騨
40．5

3．7

．3

43．8

2．9

D．4幸

38．6

4．1材

．4零

36．8

1．8

．2

2ア．2

．9絆

．0

　にいたい
目がない
　ちがなごむ
になっている感じ
い口愛い

　1．58
1．63
1．67
1．43

　1．81

1．88

　ヨ．49
1，49
1．56
1．41

　1．66

1，91

N．A 口 一 一 5．3 10．6 わしい 1．27 1．34
・ってやりたい 1．83 1．66

注）、1雛隔も男角躍1力購一x・P〈軌。1 負灘薩 0．63
．78

．35

0．71
．63

．34

エネルギーを感じる ＊ホ1．79 纏1．48

（10）生活の変化に戸惑いを感じているか あとには引けない感じ 0．15 α．23

6 カ　月　時 1 カ　月　時

計131例 立会い
8例

非立会い83例 立会い
6例 3驕い 1…繍灘慧艦

戸惑っていない 64．1％ 66．了 62．了 61．8 47．O

どちらかというと 22．9 25．O 21．7 26．3 33．8

ど麗麗1魏 12．2 8．3 14，5＊ 3．9 7．3＊

戸惑っている
戸惑づている 冒 一 一 口．3 2．0

N，A O，8 一 1．2 6．6 9．9

注）、1雛隔も男角躍1力購一x・P〈。．。1

（10）生活の変化に戸惑いを感じているか

li灘欝撫艦

注》‡非立会い群の6カ月時と1カ月時一X2P＜O，05
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（14）最近の自分自身について （11）家事などの協力

注〉

繋灘）（蹴

6　カ 月　時

繍い 非立会い
3例

書轟箋 　1．45
80．30

i．28
』1．17

　1．3了
LO，15

1．11
10．90

ができる 1．45 1．33
がもてる 1．51 口．49

の目標がある 1．09
0901

轟鍵轍
O．55
．36

．96

．50

．30

0．了1

．17

．10

．43

．i6

いてくる
人のために力になれる 1．04 0．97

灘書贈
　0．96

0，85
20，96

1，33
1．66

　1．01
0．81

20，89
1，20
1．50

注〉襲　丁鱒率昏％、（片鯉益
一　會憾を した割合が

（13）夫婦で共有する生活経験の変化

6　カ　月 時

　計131例 立会い48例 夢騒い

とても増えてきた 29．8％ 31．3 28．9

どちらかというと 45．0 52．1 41．0
増えてきた

どちらかというと 17．6 8．3＊ 22．9零

減って婆是てきた
『 一 －

その他 O．8 2．1 一

N，A 6．9 6．3 7．2

6　カ　月 時 1　カ 月　時

計131例 立会い
8例

非繍い 立会い了6例 夢騙い

している 25．2％ 31．3 21．7 38．2 25．2

どちらかというと 28．2 35．4 24．1 32．9 30．5
している

どちらかというと 36．6 31．3 39．8 15．8 23．2
していない ＊2 ＊2

していない 9．9 2，1＊1 14．5＊し 6．6 9．9

N．A 一 口 一 6．6 11．3

鯉雛鵠も男湾雛1カ月時一X・Pくα。5

（12）家事などの協力についての自己評価

6　カ　月 時 1　カ 月　時

計131例 立会い

8例
非立会い

鰍列
立会い
6例 禰い

当然のこと、大し 27．5％ 25．0 28．9 36．8 23．8
たことではない

よくやっている 19．1 25．0 15．7 27．6 19．9
努力している

協力できなく残念 40．5 43．8＊ 38．6 25，0＊ 30．5

仕方がなくやって 6．9 4．2＊1 8．4 3．9 4．0

いる
その他 4．6 2．i 6．0 一 8．6

N，A 1．5 2．4 6．6 13．2

注）ホ1カ月時一X2P＜O，05

注）零6カ月時一X2P＜0．05
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